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１）共同研究の目的 

BIM（Building Information Modeling）、CIM（Construction Information Modeling/ Management）とは、調

査・設計段階から 3次元モデルを導入し、施工、維持管理の各段階においても情報を共有・充実させる

ことにより一連の建設生産システムにおける受発注者双方の業務効率化・高度化を図るものである。 

本共同研究では、下水道事業の設計業務や建設工事において BIM/CIMを部分的に試行し、3次元モデ

ルの導入による成果品質向上や業務効率化といった効果の検証や課題の抽出を行い、本格導入に向けた

知見を得ることを目的とする。 

２）共同研究の概要 

千曲川流域下水道上流処理区終末処理場の第 1ポンプ棟耐震補強設計業務を対象として、3次元モデ

ルを作成した。効果検証として、①耐震補強工法の選定過程における効果、②施工・仮設計画における

効果、③3次元モデルから 2次元図面を作成する場合の効果の検証を行い、その有効性を確認した。ま

た、BIM/CIM導入に向けて課題となる事項を整理した。 

３）共同研究の成果 

①既存の躯体及びプラント設備、建築設備をモデル化

した 3 次元モデル内において、耐震補強工法の選定過

程における効果検証を行った。その結果、3次元モデル

の干渉チェック機能により、従来見落としがちであっ

た干渉設備の有無を容易に確認できた（図－１、表－

１参照）。また、3 次元モデルにより、干渉設備や増し

打ち補強後の断面確認が容易となり、発注者との合意

形成にかける時間短縮が効果として見込まれた。 

②3次元モデルにより作成したステップ図において、施

工・仮設計画における効果検証を行った。その結果、

施工に直接干渉する設備だけでなく、その設備を移設

することにより二次的に移設が必要となる設備の有無

も併せて容易に確認できた（図-2参照）。 

③3 次元モデルから 2 次元図面を作成する場合の効果

検証については、3次元モデルから平面図、断面図を作

成するため、図面間の不整合が無くなることが確認で

きた。しかし、従来の 2 次元図面相当の記載内容とす

るには、文字や寸法線等は別途追加記載が必要となり、

その部分の作業に時間を要する。 

3 次元モデルの作成には時間と費用を要することか

ら、モデル化の範囲、詳細度等を適切に設定すること

が、BIM/CIMの普及展開に向けた今後の課題である。 


